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研究分野：生物海洋 
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１．研究計画の概要 

 研究の計画の構造としては１）リアルタイ
ム PCR によるカイアシ類幼生個体ごとの同
定法の確立とそれを用いた N. plumchrus, N. 
flemingeri の初期生活史解明、および２）分
子プローブによる種特異的染色と FlowCam

（大型粒子フローサイトメータ）により自動
計測法の確立、からなる。プローブの開発は
研究分担者の町田龍二が萌芽研究で申請中
の課題（分子プローブによるカイアシ類種査
定技術の確立）で開発される予定である。 

 申請する本課題で開発の手法はすべての
海域で応用が可能であるが、本研究課題では、
親潮域の優占カイアシ類 N. plumchrus, N. 
flemingeri を対象とし、採集は、北海道区水
産研究所と東北区水産研究所が共同で行っ
ている厚岸沖観測線（A-line）で行うことを
予定している。航海の便宜をはかって頂く小
埜恒夫、齊藤宏明室長は連携研究者として本
研究に参画頂く了承を得ている。A-line 観測
は年 5-6 回の観測頻度で 1990 年から維持さ
れており、初期生活史を除く生活史もよく把
握されている 

２．研究の進捗状況 

 研究の計画の構造としては１）リアルタイ
ム PCR によるカイアシ類幼生個体ごとの同
定法の確立とそれを用いた N. plumchrus, N. 
flemingeri の初期生活史解明、および２）分
子プローブによる種特異的染色と FlowCam

（大型粒子フローサイトメータ）により自動
計測法の確立、からなる。プローブの開発は
研究分担者の町田龍二が萌芽研究で申請中
の課題（分子プローブによるカイアシ類種査
定技術の確立）で開発される予定である。 

 申請する本課題で開発の手法はすべての
海域で応用が可能であるが、本研究課題では、

親潮域の優占カイアシ類 N. plumchrus, N. 
flemingeri を対象とし、採集は、北海道区水
産研究所と東北区水産研究所が共同で行っ
ている厚岸沖観測線（A-line）で行っている。
航海の便宜をはかって頂く小埜恒夫、齊藤宏
明室長は連携研究者として本研究に参画頂
く了承を得ている。A-line 観測は年 5-6 回の
観測頻度で 1990 年から維持されており、初
期生活史を除く生活史もよく把握されてい
る。2 種を対象とした資料の採集は終了し、
同定のためのプローブ、プライマーの設計が
終了し、同定個体および、2 種以外と同定さ
れた個体の DNA 配列をシークエンスしブラ
スト検索により設計したプローブプライマ
ーセットの検証も行い、生態学的な研究には
十分使用できることが明らかとなった。 

生活史の解析も 50％が終了しており、N. 
plumchrus のノープリウス幼生期における
休眠など、新しく重要な知見が得られている。
さらに未同定ノープリウス幼生のシークエ
ンスでは中深層から多くのMetridia pacifica
が分布していることが明らかとなり、従来の
表層での産卵・成長説を見直す必要が指摘さ
れている。すなわち、ほとんど未知であった
初期生活史に非常に多くの発見があること
が明らかになりつつある。 

３．現在までの達成度 

リアルタイム PCR を用いた種同定は、予
定通り進行しており、ほぼ目的を達成してい
ると考える。しかし、FISH による種同定は、
簡易的な試験を行った結果では、洗浄の過程
が難しく、今後サンプル処理の方法などを検
討する必要があるが、ほぼ全体としては順調
といってい良い。 

４．今後の研究の推進方策 
今後は、残りの試料を分析することにより、
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2 種の初期生活史を明らかにする。さらに、
同様の手法を用いて、Meteridia 属カイアシ
類の初期生活史を明らかにするとともに、コ
ア試料などへの応用を検討する。また FISH

法に関しても、試料の処理法などを検討しな
おす予定である。 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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